









































                                                     
1 いわゆる「キラキラネーム」はゼロからの名付けに近いかもしれません。漢字がある場合も、
音に合わせて後から付けていることが多いです。 




















(1) a. black board white house fresh juice 
 b. blackboard White House orange juice 
 
























(2) a. ウサギ= ＋ し’る → ウサギじ’る 
 b. おんな= ＋ ここ’ろ → おんなご’ころ 















(3) a. きねん ＋ パーティー → 記念パーティ  ー
 b. ゆうせん ＋ シート → 優先シート 
 c. やさい ＋ カレー → 野菜カレ  ー
                                                     
2 先行研究を調べたい人はまずは窪薗晴夫の一連の著作を読んでみるのが良いと思います。 
15語形成と音韻現象：形態音韻論











(4) a. けんしょう ＋ せいかつ → 懸賞せいかつ 










(5) a. うさぎ ＋ そば → うさぎそば  
 b. おんな ＋ かがみ → おんなかがみ 
 



















姓の形成に関して見てみましょう。(7) は「田」のつく姓ですが、(7a) と (7b)
を比べてみると何か気づくことはありませんか？ 
 
(7) a. よしだ=，いけだ=，あしだ=，まつだ=，おくだ=，やまだ= 












(8) a. は’らだ，し’のだ，そ’のだ，か’ねだ，ほ’そだ，は’まだ 

















ずは (9)-(11) の単語のペアを見てみましょう。b の語は、a の語にそれぞれ -ity, 
-ic, -al という接尾辞を付加して形成されています。その際、a の語の何かが変
化していることに気がつきますか？ 
 
(9) a. public hostile divine similar relative 
 b. publicity hostility divinity similarity relativity 
(10) a. alcohol Iceland atom titan symphony 
 b. alcoholic Icelandic atomic titanic symphonic 
(11) a. parent origin nature accident instrument 







が、それらはこの強勢付与規則がたまたま a と b の同じ音節に強勢を付与し
たからです。興味がある人は吉田・三間 (2014) などの強勢に関する入門的な
文章を読んでみてください。 
 一方で以下のようなペアはどうでしょうか。(9)-(11) 同様、(12)-(14) の b の




(12) a. comfortable deliberate accidental forgetful 
 b. comfortableness deliberateness accidentalness forgetfulness 
(13) a. conscience meaning expression humor 
 b. conscienceless meaningless expressionless humorless 
(14) a. previous exclusive accurate entertaining 
 b. previously exclusively accurately entertainingly 
 
(9)-(11) のような強勢の移動は観察されましたか？ されませんね。ということ












(15) a. divine serene sane profound clear hostile 
 b. divinity serenity sanity profundity clarity hostility 
(16) a. tone meter state satire Semite episode 
 b. tonic metric static satiric Semitic episodic 
(17) a. nature grade rite mine crime nation 




母音化 (vowel shortening) と呼ばれ、これも世界の言語に広く観察される現象
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です。つまり、-ity, -ic, -al などの接辞は強勢の移動を引き起こすだけでなく、
母音の長さも変化させる可能性があるということがわかります。 
 なお強勢移動と同様、短母音化がこれらの接辞に常に生じるかというと、そ









(18) a. shy same whole cute neat wide 
 b. shyness sameness wholeness cuteness neatness wideness 
(19) a. bone home shame name pain stain 
 b. boneless homeless shameless nameless painless stainless 
(20) a. close deep easy free great mild 
 b. closely deeply easily freely greatly mildly 
 





いません。この関係を (21) にまとめてみましょう。 
 
(21) a. -al, -ity, -ic： 強勢移動可 短母音化 
 b. -ness, -less, -ly： 強勢保持 母音そのまま 
 
このような一貫性は何を示唆しているでしょう？ 広く認められている見方と
                                                     









(22) a. クラス１：音韻規則適用 









(23) a. impossible, imbalanced, immortal 
 b. indifferent, intolerable, insensible, insurable, injustice, invalid,  
  informal, ineffective 
 c. i[ŋ]complete, i[ŋ]glorious 
 
(23a) は綴りにも変化が生じているので明白ですね。そうです、接頭辞である 
in- の /n/ が [m] へと変化していますね。一方 (23c) の方は綴りに変化はあり
ませんが、音声的には問題の /n/ が [ŋ] に変化しています。 
 どうしてこのような変化が生じるのでしょう？ どういうときに (23a) の
変化が生じ、どういうときに (23c) の変化が生じるのでしょうか？ 子音表を
頭の片隅に置きながら、(23a, c) の語基の最初の子音に注目すると何かが見え
てきませんか？ また、それと (23a, c) の変化後の鼻音とは何か関係がないで
すか？ (23a) の語基は全て両唇音、(23c) の語基は全て軟口蓋音で始まってい
ますね。そしておのおのの変化で /n/ は、(23a) では両唇音の [m]、(23c) では
軟口蓋音の [ŋ] になっています。つまり、後続する語基の最初の子音と同じ調






鼻音同化 (nasal assimilation) と呼ばれます。（なお英語の場合、後続子音は鼻音
も含めた閉鎖音に限られます。9 (23b) で両唇性のある /f, v/ で変化が生じて
いないことに注意してください。） 
 では次に、in- と同じく否定の接頭辞である un- について、(23) と同様の分
類をしてみましょう。すなわち、語基の最初の子音の調音点によって分類して
みるわけです。un- も in- と同じく /n/ で終わりますが、同じような変化は観
察されるでしょうか？ 
 
(24) a. unpleasant, unbalanced, unmarked 
 b. untouchable, undamaged, unnatural, unsatisfied, unchanged 
 c. uncontrolled, ungrammatical 
 
明らかに un- の場合はどのようなときでも何の変化も被っていませんね。10 









次の二つの接辞「さん」 (25b) と「家（け）」 (25c) のアクセントを比較して
みてください。 
 
(25) a. ほ’しの やま’ぐち ほんだ= 
 b. ほ’しのさん やま’ぐちさん ほんださん= 
 c. ほしの’け やまぐち’け ほんだ’け 
                                                     
9 鼻音は口腔内では完全に空気の流れが遮断されるので、閉鎖音の一種です。英語では nasal stop 
とも呼ばれます。 






















(26) a. parent origin nature accident instrument 












                                                     
11 子音や二重母音・長母音で終わる音節を重音節 (heavy syllable)、短母音で終わる音節を軽音節 
(light syllable) と言います。 
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 次に、同じく形容詞を作る接尾辞である -ic について見てみましょう。上と
同じように -ic の強勢パターンについて考えてみてください。 
 
(27) a. alcohol Iceland atom titan symphony 










ょう。(28a, b) のそれぞれのアクセントパターンはどのようなものですか？ 
 
(28) a. 食べる、食べろ、食べます、食べさせる、食べられる、食べさせられる 








(29) a. やま’ぐち こ’うべ ふな’っし  ー











(30) a. よどがわ= しゅくがわ= かもがわ= とねがわ= 
 b. ながら’がわ たかせ’がわ わたらせ’がわ ミシシッピ’がわ 
 
(30) はともに川の名前ですが、(30a) は無アクセント、(30b) は「川」の直前に
アクセント、と異なった振る舞いを示しています。どういうときにどちらにな






















                                                     
12 実は英語にも長さによってパターンが変わるものがあります。-ate を含む多くの語は ánimate, 










(31) a. 乗った、減った、滑った、喋った、走った、しくじった 
 b. はったつ、がっこう、しゅっぱつ、てっぱん、あっとう、べっかく 
 c. ヒット、タップ、ピック、タッグ、ブッダ、スノッブ 
(32) a. 飲んだ、積んだ、止んだ、仕込んだ、絡んだ、企んだ 
 b. うんぱん、しんぶん、れんたい、うんどう、れんこう、あんごう 









 促音の後の有声音 撥音の後の無声音 
和語 不可 不可 
漢語 不可 可 

































逆に convenient は *convenienter でなく more convenient です。 
 しかし以下のような語は１音節ではありませんが、-er/-est が付加することが
できます。スペースの都合上 -er のみを示しますが、-est も同様です。 
 
(34) a. funny narrow gentle clever 
 b. funnier narrower gentler cleverer 
 
これらは何故 -er/-est の付加を許すのでしょうか？ (34) の語に見られる共通
した特徴はないでしょうか？ 語基となる語の語末に着目すると見えてくるも
のがあるかもしれません。何か音の共通性がないですか？ 実はこれらの（綴
り上の）語末の子音である -y, -w, -l(e), -r は「接近音 (approximants)」と呼ばれ
る音類をなすのです。すなわち英語の -er/-est は、「１音節、もしくは２音節か
つ語末が接近音の形容詞に付加する」という制限を持っているのです。16 音の
                                                     










(35) a. こ・い，あま・い，おそ・い，はげし・い，おもしろ・い 















(37) a. のりこちゃん，のりちゃん，のんちゃん，*のちゃん 
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